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第一部第一部 基礎編基礎編

免疫学への招待免疫学への招待



免疫のしくみ免疫のしくみ （ｐ５）（ｐ５）



インフルエンザウイルスインフルエンザウイルス



緑膿菌緑膿菌



緑膿菌緑膿菌
((PseudomonasPseudomonas aeruginosaaeruginosa))

植物の表面からヒトの腸管内に至る植物の表面からヒトの腸管内に至る
まで、自然環境、生活環境に広く分まで、自然環境、生活環境に広く分
布、生息する常在細菌の一種です。布、生息する常在細菌の一種です。

家庭内では、キッチンやお風呂の排家庭内では、キッチンやお風呂の排
水口などの水回り（湿潤環境）にも普水口などの水回り（湿潤環境）にも普
通に見られる菌です。通に見られる菌です。



緑膿菌緑膿菌

一般的な健康人の場合、緑膿菌が、一般的な健康人の場合、緑膿菌が、
皮膚に付着したり皮膚に付着したり、、腸管内にいても、腸管内にいても、
何も病気を起す事は無い弱毒性の何も病気を起す事は無い弱毒性の
菌です。菌です。

したがって、日常生活を普通に送っしたがって、日常生活を普通に送っ
ている健康な人は、この菌を心配すている健康な人は、この菌を心配す
る必要は全くありません。る必要は全くありません。



緑膿菌緑膿菌

病院に入院している患者さんで、癌の手病院に入院している患者さんで、癌の手
術後や熱傷、その他の様々な理由で、感術後や熱傷、その他の様々な理由で、感
染症に対する抵抗力が落ちている場合染症に対する抵抗力が落ちている場合
には、もともと患者さんが腸内などに持っには、もともと患者さんが腸内などに持っ
ていた緑膿菌が、血液中に侵入して「敗ていた緑膿菌が、血液中に侵入して「敗
血症」を引き起こしたり、口腔や上気道な血症」を引き起こしたり、口腔や上気道な
どに定着していた菌が「肺炎」などを引きどに定着していた菌が「肺炎」などを引き
起こし、死亡する事が時々あります。起こし、死亡する事が時々あります。



緑膿菌緑膿菌

そのような事態は、「回避する事が難しい、そのような事態は、「回避する事が難しい、
不可抗力的な感染症」と考えられ、現代不可抗力的な感染症」と考えられ、現代
の医学でも予防や治療が困難な場合がの医学でも予防や治療が困難な場合が
多いとされています。多いとされています。



抗生物質効かない緑膿菌、抗生物質効かない緑膿菌、
中核中核病院病院の８割で確認の８割で確認

大学病院大学病院など地域の中核的な医療機関など地域の中核的な医療機関
の８割で、抗生物質の効かない多剤耐性の８割で、抗生物質の効かない多剤耐性
緑膿菌（緑膿菌（ＭＤＭＤＲＰ）に感染したＲＰ）に感染した入院患者入院患者がが
確認確認されたされた。。

ＭＤＭＤＲＰは、国内では９０年代後半から報ＲＰは、国内では９０年代後半から報
告されるようになり、０４年以降は、大阪告されるようになり、０４年以降は、大阪
大や京都大、長崎大、埼玉医科大などの大や京都大、長崎大、埼玉医科大などの
病院病院で、死者の出る院内感染が起きていで、死者の出る院内感染が起きてい
る。る。



表１表１ 免疫のしくみ免疫のしくみ



第一段階第一段階

皮膚や粘膜がウイルスや細菌などの微皮膚や粘膜がウイルスや細菌などの微
生物の侵入を防ぐ。生物の侵入を防ぐ。



殺菌作用殺菌作用

リゾチームリゾチーム

––細菌の細胞壁を構成する多糖類を加水分解細菌の細胞壁を構成する多糖類を加水分解
する酵素である。する酵素である。

ラクトフェリンラクトフェリン

––乳や涙、唾液等の粘膜からの分泌液に多く乳や涙、唾液等の粘膜からの分泌液に多く
含まれる。ブドウ球菌や大腸菌から鉄分を含まれる。ブドウ球菌や大腸菌から鉄分を
奪い、菌の繁殖を抑制する効果がある。奪い、菌の繁殖を抑制する効果がある。



病原体の侵入を防ぐバリアー病原体の侵入を防ぐバリアー



第二段階第二段階

体液中に存在する体液中に存在する補体補体やや抗体抗体，，ナチュラナチュラ
ルキラー（ルキラー（NKNK）細胞）細胞などが侵入してきた微などが侵入してきた微

生物やウイルス感染細胞に結合して破生物やウイルス感染細胞に結合して破
壊する。壊する。



第第三三段階段階

血液中の血液中の好中球好中球やや好酸球好酸球などのなどの白血球白血球
が動員され，組織のが動員され，組織のマクロファージマクロファージとともととも
にに貪食作用貪食作用によって微生物を殺傷する。によって微生物を殺傷する。

マクロファージが、マクロファージが、ヘルパーヘルパーTT細胞細胞に細菌に細菌

進入、異物の発見の信号を送る。進入、異物の発見の信号を送る。



マクロファージによって貪食されるマクロファージによって貪食される



白血病白血病

ビデオビデオ





1010月月1010日の誕生花日の誕生花
キンモクセイ（金木犀）キンモクセイ（金木犀） 【【謙虚謙虚】】

中国の桂林地方原産で、原産地の桂林中国の桂林地方原産で、原産地の桂林
の名は「木犀の木が沢山ある」という意味の名は「木犀の木が沢山ある」という意味
なのなのだだそうです。そうです。

あの香りの成分はあの香りの成分はOsmanthusOsmanthus（オスマン（オスマン

サス）といい、それがそのまま学名になっサス）といい、それがそのまま学名になっ
ています。ています。

この誕生花の人は、大きな夢をかなえらこの誕生花の人は、大きな夢をかなえら
れるでしょうれるでしょう



自然免疫自然免疫

第一第一次次段階段階

第二第二次次段階段階

第三第三次次段階段階

非特異的な対象に対して非特異的な対象に対して
働く免疫機能の最前線の働く免疫機能の最前線の
防御機構防御機構



自然免疫自然免疫





第四次段階第四次段階

マクロファージとヘルパーマクロファージとヘルパーTT細胞が共同で細胞が共同でサイトサイト

カインカインを放出する。を放出する。

ヘルパーヘルパー TT細胞の指令により、細胞の指令により、サイトカインサイトカインでで
活性化した活性化したキラーキラーTT細胞細胞、、BB細胞細胞などが細菌をなどが細菌を

攻撃殺傷する。攻撃殺傷する。

BB細胞が抗体を大量生産する。一部の細胞が抗体を大量生産する。一部のBB細胞な細胞な

どに攻撃対象の記憶が残り、免疫を獲得する。どに攻撃対象の記憶が残り、免疫を獲得する。



獲得免疫獲得免疫

第四第四次次段階段階

対象を確定してから活性対象を確定してから活性
化され，特異的な攻撃と化され，特異的な攻撃と
記憶によって発揮される記憶によって発揮される
抵抗性抵抗性





獲得免疫の誘導される過程獲得免疫の誘導される過程

図２図２



非自己と
戦える

ヘルパーT細胞
キラーT細胞





エイズエイズ

ヘルパーヘルパーTT細胞が極端に少なくなった細胞が極端に少なくなった病病

気は気は？？

HIVHIVウイルスがヘルパーウイルスがヘルパーTT細胞を破壊す細胞を破壊す

るため。るため。

重い感染症を起こすことがある。重い感染症を起こすことがある。



今日のポイント今日のポイント

自然免疫と獲得免疫自然免疫と獲得免疫

細胞性免疫と体液性免疫細胞性免疫と体液性免疫



今日のポイント今日のポイント

補体補体

抗体抗体

ナチュラルキラー（ナチュラルキラー（NKNK）細胞）細胞

好中球好中球

好酸球好酸球

マクロファージマクロファージ

貪食作用貪食作用



今日のポイント今日のポイント

ヘルパーヘルパーTT細胞細胞

サイトカインサイトカイン

キラーキラーTT細胞細胞
BB細胞細胞

樹状細胞樹状細胞
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